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平成２４年３月２３日（金曜日）午後２時１７分 開 議 

 

●議事日程第１日  ３月２３日（金曜日） 

第１ 開  会 

第２ 会期の決定 

第３ 行政報告 

第４ 議案第１号  平成２３年度飯塚地区消防組合補正予算（第２号） 

第５ 平成２４年度施政方針 

第６ 議案の提案理由の説明及び議案に対する質疑、討論、採決 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７ 一般質問 

第８ 署名議員の指名 

第９ 閉  会 

●会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

議案第２号 平成２４年度飯塚地区消防組合予算 

議案第３号 飯塚地区消防組合個人情報保護条例及び飯塚地区消防組合情 

 報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例 

議案第４号 飯塚地区消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害 

 補償等に関する条例の一部を改正する条例 

議案第５号 飯塚地区消防組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費 

 用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

議案第６号 飯塚地区消防組合職員の給与に関する条例 

議案第７号 飯塚地区消防組合手数料条例の一部を改正する条例 

議案第８号 飯塚地区消防組合火災予防条例の一部を改正する条例 

議案第９号 監査委員の選任につき議会の同意を求めること 

報告第１号 専決処分の報告（交通事故に係る損害賠償の額を定めること 

 及びこれに伴う和解） 
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午後２時１７分 開会 

○議長（兼本 鉄夫） 

△開会 

出席議員が定足数に達しておりますので、これより平成２４年第１回飯塚地区消防組合議会

定例会を開会いたします。 

△会期の決定 

会期の決定を議題といたします。おはかりいたします。本定例会の会期は、３月２３日、一

日といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本定例会の会期は、３月２３日、一日と決定いたしました。 

行政報告に入ります。 

組合長の行政報告をお願いいたします。 

 齊藤 組合長 

◎組合長（齊藤 守史） 

 本日、平成２４年第１回消防組合議会定例会を招集するに当り、昨年１２月の定例会以

降、本日までの事務事業の大要を報告し、審議の参考に供します。 

はじめに、管内における平成２３年中の火災、救急等の発生状況について報告いたします。 

火災件数は、７６件でこのうち建物火災３７件、同焼損面積１，４４２平方メートル、

建物火災の損害額は６，９９４万９千円となっており、死傷者については死者２人、負傷

者３人となっております。 

これを前年と比較しますと、建物火災件数１８件、同焼損面積７７４平方メートル、火

災損害額５，４１５万７千円、死者１人及び負傷者６人の減となっております。 

これは、住宅用火災警報器の設置推進等の効果の現れと考えております。 

次に、救急出場件数は９，４４８件、救急搬送人員は８，６９０人となっております。 

これを前年と比較しますと、救急出場件数で３０７件、救急搬送人員で２２６人の減と

なっております。 

次に、救助出動件数は９８件で前年と比較し２８件の減となっております。 

以上が管内における平成２３年中の火災、救急等の発生状況でありますが、今後とも火

災の予防、警防並びに諸災害の防除に全力を傾注してまいる所存であります。 

次に、事務事業の進捗状況につきましては、全国一斉の文化財防火デー行事の一環とし

て、管内３ヵ所の文化財等で総合訓練を実施したほか、１０カ所の文化財防火査察を行い、

貴重な国民的財産等の防火点検並びに防火意識の高揚に努めたほか、火災予防広報につき

ましては、組合管内の小学校六年生を対象にした防火ポスターコンクールを実施し、管内

の３６校から１，５０２作品の応募を受けましたので、飯塚美術協会のご協力を得て、６
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２点の入選作品を決定いたしました。なお、最優秀作品１点については、飯塚地区消防組

合のオリジナル防火ポスターとして作成し、管内事業所等に配布するほか、入選作品につ

いては、３月１日から３月７日までイオン穂波ショッピングセンターにおいて、防火ポス

ター展を開催いたしました。 

次に、消防車両等の整備につきましては、水槽付消防ポンプ自動車が、３月１４日に納

車されましたので、同日桂川消防署に配置いたしました。 

以上が昨年１２月消防組合議会定例会以降、本日までの事務事業の大要であります。 

これより本消防組合議会に提案申し上げます案件は、平成２３年度補正予算議案１件、

平成２４年度当初予算議案１件、条例議案６件、人事議案１件、報告議案１件であります。 

議案の内容は、担当者をして説明させますので、よろしくご審議のうえ、ご議決いただ

きますようお願いを申しあげまして行政報告を終わります。 

○議長（兼本 鉄夫） 

議案第１号平成２３年度飯塚地区消防組合補正予算第２号を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

和田 消防長 

◎消防長（和田 幸和） 

議案第１号平成２３年度飯塚地区消防組合補正予算第２号の提案理由をご説明申し上げます。 

お手元の補正予算書の１ページをお開き願います。 

今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５０万５千円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２５億５，７３３万８千円とするものでございます。 

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、予算書２ページの第１表歳入歳出予算補正のとおりでございます。 

次に、補正の内容についてご説明申し上げます。予算書の４ページを開き願います。 

２歳入、１款分担金及び負担金１項１目組合費負担金５０万５千の減は、基準財政需要額消

防費単位費用の積算基礎数値が確定したことにより、組合費負担金の算定基礎となっておりま

す消防費単位費用の常備分単位費用が、第１号補正予算時の暫定値１０，０７２円から１０，

０７０円に２円減額となったことによるものでございます。各市、町ごとの補正額の内訳は、

右説明覧に記載のとおりです。 

次に、３.歳出についてご説明申し上げます。 

３款消防費、１項消防費、１目常備消防費、説明欄記載の共済組合負担金１，３３６万３千

円の増につきましては、共済組合負担金の長期公的負担率が、１,０００分の２９から１,００

０分の３８.５に１,０００分の９.５、率にして３２．８パーセント引き上げられたことによ

るものでございます。 
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２目消防施設費、２５節積立金、説明欄記載の消防施設整備基金積立金１，３８６万８千の 

減につきましては、財源調整のため減ずるものでございます。 

以上、提案理由の説明を終わります。ご審議のうえ、ご議決を賜りますようよろしくお願い

を申し上げます。 

○議長（兼本 鉄夫） 

提案理由の説明が終りましたので質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第１号平成２３年度飯塚地区消防組合補正予算第２号を、原案どおり可決することにご

異議ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案どおり可決されました。 

次に、平成２４年度施政方針の説明を求めます。 

齊藤 組合長 

◎組合長（齊藤 守史） 

平成２４年度予算案を提出するにあたり、施策に対する基本方針と予算の概要について申し

述べ、議員各位のご協力とご理解を得たいと存じます。 

景気の動向は依然として改善の兆しが見えず、今後も税収の大幅な減収が見込まれるなど、

国及び地方公共団体の財政事情は、非常に厳しい情勢となっております。 

また、行政制度や税財源のあり方についても今後大きな変革が予想されるなど、地方交付税

を財政基盤とする消防組合にとりましても厳しいものがあります。 

しかしながら、消防の第一の使命である住民の生命、身体及び財産を守り、安全安心な地域

社会を目指す努力は変わるものではないと考えます。 

従いまして、平成２４年度の予算編成にあたっては、事務事業の全般にわたってその必要性、

緊急性等について厳しく取捨選択を行い編成いたしました。 

 このような方針に基づき平成２４年度予算の総額は、２７億２,６４９万４千円で平成２３

年度と比較しますと８，５５３万２千円の増となっております。 

 まず、歳入の主なものは、各市町から分賦していただきます分担金及び負担金２５億３，６

１６万９千円、構成比９３.０２％であります。 



 5 

 次に、歳出の主なものは、人件費１８億９，０９８万４千円、構成比６９.３６％、物件費

１億５，４２６万３千円、構成比５.６６％及び投資的経費６億５，７５７万９千円、構成比

２４.１２％等であります。その他財政の弾力的運用が図られるよう調整的なものとして３０

０万円を予備費に留保計上いたしました。 

 次に、主な施策の概要について申し述べます。 

第１に、飯塚地区消防組合基本計画の策定についてであります。 

消防組合発足時に建築した署所については、建築後４０年以上を経過し、建替えの時期が来

ております。 

また、管内の市町の構成状況、地勢、道路事情、建築物の構造等も大きく変化していること

から、今後、地域住民の生命、身体及び財産を守るという使命を確実に遂行し、消防行政を効

率よく運営していくためには、現在の地域情勢に適応した消防防災体制整備の基本計画の策定

が重要となっております。 

そこで、平成２４年度中に、今後１０年間を見通した飯塚地区消防組合基本計画を策定して

参ります。 

 第２に、消防防災体制の強化についてであります。 

近年の災害は、大規模、複雑化する傾向にあり、予想もしない災害が発生し、大きな被害

をもたらすことが危惧されております。 

このような各種災害に迅速、的確に対処するため、消防車両等整備計画に基づき、老朽化し

た指令装置を高機能消防指令機器に更新するとともに、稲築派出所配置の水槽付消防ポンプ自

動車及び山田消防署配置の高規格救急車を最新鋭の車両に買い替え、設備・車両の強化を図る

ほか、平成２５年度に整備を計画いたしております消防救急無線のデジタル化につきましては、

実施設計を行い、整備に向けて着実に計画を進めて参ります。 

また、緊急消防援助隊の九州ブロック訓練及び福岡県消防相互応援協定による合同訓練等へ

の参加を通じて消防機関相互の広域応援体制の連携を図るとともに、地域の消防防災組織の中

核である消防団との協力体制の一層の強化に努めて参ります。 

 第３に、救急業務の高度化についてであります。 

救急業務での救命効果の向上を図るため、平成２４年度より、庄内派出所に救急救命士を配

置することといたしております。 

また、年次計画に基づき救急救命東京研修所及び九州研修所の救急救命士養成課程にそれぞ

れ１名及び福岡県消防学校の救急科程に４名を入校させるとともに、救急救命士９名の再教育

及び１名の気管挿管実習として１カ月の病院内研修を実施し、救急隊員の資質の向上を図るほ

か、医療機関等との密接な連携に努め、救急業務の高度化に積極的に取り組んで参ります｡ 

第４に、住宅防火対策の推進についてであります。 

 全国的に住宅火災の犠牲者は、毎年１,０００人を超える高い水準で推移しており、このう

ち約６割が６５歳以上の高齢者であることから、今後、高齢化の進展に伴い、さらに増加する
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ことが懸念されております。 

この住宅火災による犠牲者の減少に向け、一般住宅及び一人暮らし高齢者の防火査察を通じ

て、住宅防火意識の普及啓発に努めるとともに、住宅用火災警報器の設置推進及び高齢者等の

災害弱者に配慮した住宅防火対策を、各市町の担当部局及び関係機関と密接に連携を取りなが

ら進めて参ります。 

以上、施策の概要と所信の一端を述べ審議の参考に供し、重ねて議員の皆様のご協力をお願

いする次第であります。 

○議長（兼本 鉄夫） 

議案第２号平成２４年度飯塚地区消防組合予算を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

和田消防長 

◎消防長（和田 幸和） 

議案第２号平成２４年度飯塚地区消防組合予算の提案理由をご説明申し上げます。 

お手元の予算書の１ページをお開き願います。 

まず、歳入歳出予算の総額でございますが、歳入歳出それぞれ２７億２，６４９万４千円で、

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は第１表歳入歳出予算のとおりでございま

す。 

次に、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、

限度額、記載の方法、利率及び償還の方法は、第２表地方債によることといたしております。 

次に、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、１億３

千万円といたしております。 

６ページをお開き願います。 

それでは、２歳入からその主なものについて、ご説明いたします。 

まず、１款分担金及び負担金、１項 1 目組合費負担金２５億３，６１６万９千円は、平成２

３年度の地方交付税消防費を基礎に、飯塚市、嘉麻市、桂川町とも１００％の負担率で算出し

た額を計上いたしております。前年度当初比１億２７２万５千円の減となっておりますが、こ

の減の主な理由は、平成２２年の国勢調査において管内の人口が５，８５３人減となったこと

及び平成２３年度の地方交付税消防費で単位費用が１１,４００円から１１,２００円に引き下

げられたことによるものでございます。 

各市町ごとの組合費負担金の内訳は、説明欄記載のとおりでございます。 

次に、２款使用料及び手数料、１項１目総務使用料及び２項１目消防手数料は、ほぼ前年と

同額を計上いたしております。 

次に、７ページ３款財産収入、１項１目利子及び配当金は、説明欄記載の各種基金の運用利

子を計上いたしております。 

次に、４款繰入金、１項１目消防施設整備基金繰入金、１億７，７５６万２千円は、歳出の
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３款１項２目消防施設費１５節工事請負費に計上の高機能消防指令センター総合整備工事に充

当するため繰り入れを行うものでございます。 

８ページをお開き願います。 

次に、６款諸収入、２項１目雑入は、前年度と同額の９万円を計上いたしております。 

次に、７款組合債、１項１目消防債、説明欄、消防・救急無線デジタル化整備事業債１，０ 

８０万円は、歳出の３款１項２目消防施設費１３節委託料に計上の消防・救急無線デジタル化

整備実施設計委託料１，２００万円に充当するため、その事業費の９０％を防災対策事業債と

して起債いたすものでありますが、この起債額及び一般財源額につきましては、償還時に地方

交付税及び財団法人福岡県市町村振興協会からの助成金で補填されることとなっております。

なお、平成２５年度に整備を計画いたしております消防・救急無線のデジタル化本体工事にお

きましても、同様の措置を受けられることが決定いたしております。 

以上が、歳入予算の主なものでございます。 

次に、９ページ以下、３.歳出についてご説明申し上げます。 

まず、１款議会費は、前年度と同額の３２万３千円を計上いたしております。 

次に、２款総務費、１項１目一般管理費２，００２万１千円のうち１節報酬は、前年度比７

万２千円の増となっております。これは、説明欄、審議会等委員報酬の増によるものでござい

ます。 

２節給料から１０節交際費までは前年度と同額を計上いたしております。 

次に、１１節需要費、説明欄印刷製本費につきましては、前年度比１２０万円の減となって

おりますが、これは、１３節委託料において例規データベース構築委託料を計上したことによ

る例規集の差替費用減によるものでございます。 

次に、１２節役務費は、ほぼ前年度並みの３３６万円を計上いたしております。 

次に、１３節委託料は、１，１８４万７千円を計上いたしておりますが、本年度は、例規を

データベース化し、消防本部のホームページ上に公開するとともに業務上においてもパソコン

で簡単に確認できる体制を構築するために、説明欄記載の例規データベース構築委託料１８０

万８千円及びホームページ更新委託料１０５万円を計上いたしております。 

１０ページをお開き願います。 

次に、１４節使用料及び賃借料並びに１９節負担金補助及び交付金は、前年度並を計上いた

しております。 

次に、２５節積立金は、歳入でご説明いたしました財政調整基金の預金利子を積み立てるも

のでございます。 

次に、２項１目監査委員費、１０万２千円は、前年度と同額を計上いたしております。 

次に、３款消防費、１項１目、常備消防費、２０億５，６８３万８千円のうち、２節給料、

３節職員手当等、４節共済費及び７節賃金の合計額１７億３，０８４万６千円は消防職員２３

８名内、再任用職員７名及び臨時職員２名の人件費でございます。前年度の人件費の額１７億
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４，１２５万円と比べ１，０４０万４千円の減となっておりますが、この理由は、退職者と新

規採用者の新陳代謝及び再任用職員の増によるものでございます。 

次に、８節報償費は、ほぼ前年度並みでございます。 

次に、９節旅費、３２９万６千円は、各種講習会及び会議等への旅費並びに消防大学校、救

急救命東京研修所、九州研修所及び福岡県消防学校での研修に要する旅費でございます。 

次に、１１節需用費は、燃料費が燃料単価の増により前年比１０１万円の増となっておりま

すが、修繕料等他の費目の減との差引で前年度比２５万９千円増の７，８７５万１千円を計上

いたしております。 

１２ページをお開き願います。 

次に、１２節役務費は、前年度比９１万１千円減の１，７８４万４千円を計上いたしており

ますが、この減の主な理由は、通信運搬費及び諸手数料の減によるものでございます。 

次に、１３節委託料は、前年度比４２５万５千円減の１，２９３万４千円を計上いたしてお

りますが、この減の理由は、消防・救急無線デジタル化整備基本設計委託料の減によるもので

ございます。 

次に、１４節使用料及び賃借料３５８万円は、前年度比４９万６千円の増となっております

が、この理由は、消防業務支援動画配信システムライセンス使用料、訓練資材借上料及び隔年

で実施しております幼年消防ふれあい祭り用の広報資材借上料の増によるものでございます。 

次に、１５節工事請負費、１,２５３万円は、頴田派出所浄化槽設置工事等の職場環境改善

事業に要する経費１,１２８万円及び飯塚消防署訓練施設改修工事１２５万円を計上いたして

おります。 

次に、１８節備品購入費２,３８３万円は、前年度比３８１万２千円の増となっております

が、この主な理由は、火災現場で使用する署活系超短波無線機５５台の購入に伴う超短波無線

機購入費の増によるものでございます。 

次に、１９節負担金補助及び交付金、説明欄記載の退職手当組合負担金１億５,４６４万９

千円は、消防吏員２３１名分の給料に１,０００分の１８０の負担率を乗じて算出した額を計

上いたしております。同説明欄、研修負担金８４２万９千円は旅費で説明いたしました、消防

大学校、救急救命東京研修所、九州研修所及び福岡県消防学校等での研修に要する負担金でご

ざいます。 

１４ページをお開きねがいます。 

次に、２目消防施設費、１３節委託料、１，８４０万円には、歳入の消防債でご説明いたし

ました説明欄記載の消防救急無線デジタル化整備実施設計委託料のほか高機能消防指令センタ

ー総合整備工事施工管理委託料を計上いたしております。 

次に、１５節工事請負費説明欄、高機能消防指令センター総合整備工事、５億４,５１４万

９千円につきましては、歳入の繰入金でご説明いたしましたが、消防車両等年度別整備計画に

基づき設置後１１年更新完了時１２年を経過し、老朽化した指令台を更新するため整備費用を
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計上いたしたものでございます。 

次に、１８節備品購入費、８,１５０万円は、消防車両等年度別整備計画に基づき更新いた

します稲築派出所配置の水槽付消防ポンプ自動車及び山田消防署配置の高規格救急自動車の整

備費を計上いたしたものでございます。 

次に、２５節積立金９９万８千円は、消防施設整備基金の預金利子を積み立てるものでござ

います。 

次に、４款公債費１６万３千円は、一時借入金の利子を計上いたしております。 

次に、５款予備費につきましては、予備的費用として前年度同額の３００万円を計上いたし

ております。 

以上が、歳出予算の主なものでございます。 

１５ページ以下の債務負担行為の支出予定額等に関する調書及び給与費明細書につきまして

は説明を省略させていただきます。 

以上で、平成２４年度飯塚地区消防組合当初予算の概要説明を終わります。 

ご審議のうえ、ご議決を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（兼本 鉄夫） 

提案理由の説明が終りましたので質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第２号平成２４年度飯塚地区消防組合予算を、原案どおり可決することにご異議ありま

せんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案どおり可決されました。 

議案第３号飯塚地区消防組合個人情報保護条例及び飯塚地区消防組合情報公開・個人情報保

護審査会条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

消防長 

◎消防長（和田 幸和） 

議案第３号飯塚地区消防組合個人情報保護条例及び飯塚地区消防組合情報公開・個人情報保



 10 

護審査会条例の一部を改正する条例について、提案理由をご説明いたします。 

議案書の１ページをお開き願います。 

本案は、個人情報の漏えいについて行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律等に準

じて罰則の対象行為・対象者の見直しを行い、罰則を強化するため提出するものであります。 

改正の内容は、新旧対照表でご説明いたします。 

議案書の３ページをお開き願います。 

第１条関係、飯塚地区消防組合個人情報保護条例の一部改正についてであります。目次は、

改正の条文に併せて新たに第９章を加えるものでございます。 

次に、第１２条につきましては、文言の整理でございます。 

次に、第３６条は、実施機関の職員若しくは職員であった者、受託者において受託した事務

に従事している者若しくは従事していた者が、正当な理由がないのに、個人の秘密に属する事

項が記載された個人情報を含む情報の集合物であって、一定の事務の目的を達成するために特

定の個人情報を電子計算機を用いて検索することができるように体系的に構成したもの、その

全部又は一部を複製し、又は加工したものを含む、を提供したときの罰則を定めたもので、２

年以下の懲役又は１００万円以下の罰金に処することとしております。 

次に、議案書の４ページ、第３７条につきましては、第３６条に規定する者が、その業務に

関して知り得た個人情報を自己若しくは第三者の不正な利益を図る目的で提供し、又は盗用し

たときの罰則を定めたもので、１年以下の懲役又は５０万円以下の罰金に処することとしてお

ります。 

第３８条につきましては、実施機関の職員が、その職権を濫用して、専らその職務の用以外

の用に供する目的で個人の秘密に属する事項が記録された文書、図書、写真、フィルム、テー

プその他の電磁的記録を収集したときの罰則を定めたもので、１年以下の懲役又は５０万円以

下の罰金に処することとしております。 

次に、第３９条については、偽りその他不正の手段により、開示決定に基づく個人情報の開

示を受けた者の罰則を定めたもので、５万円以下の過料に処することとしております。 

次に、議案書の５ページ第２条関係飯塚地区消防組合情報公開・個人情報保護審査会条例の

一部改正につきましては、第１７条で規定されていた３万円以下の罰金を１年以下の懲役又は

５０万円以下の罰金に改正するものでございます。 

附則におきましてこの条例は、平成２４年４月１日から施行いたすこととしております。 

以上、提案理由の説明を終わります。 

ご審議のうえ、ご議決賜わりますようお願い申し上げます。 

○議長（兼本 鉄夫） 

提案理由の説明が終りましたので質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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質疑を終結いたします。 

討論を許します。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第３号飯塚地区消防組合個人情報保護条例及び飯塚地区消防組合情報公開・個人情報保

護審査会条例の一部を改正する条例を、原案どおり可決することにご異議ありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案どおり可決されました。 

議案第４号飯塚地区消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部を改正する条例を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

消防長 

◎消防長（和田 幸和） 

議案第４号飯塚地区消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部を改正する条例について、提案理由をご説明いたします。 

議案書の６ページをお開き願います。 

本案は、地方公務員災害補償法、昭和４０年法律第１２１号の改正に伴い、関係規定を整備

するため提出するものであります。 

改正の内容につきましては、新旧対照表で、ご説明いたします。議案書７ページをご覧くだ

さい。 

第１０条の２で規定する介護補償について、介護補償を行わない場合は、従来は、第２号で

身体障害者福祉法、昭和２４年法律２８３号、第３０条に規定する身体障害者療護施設その他

これに準ずる施設として組合長が定めるものに入所している場合と規定しておりましたが、今

回、障害者自立支援法、平成１７年法律１２３号、第５条第１２項に規定する障害者支援施設

に改められたため、改正を行うものであります。 

第２号において、障害者自立支援法第５条第１２項に規定する障害者支援施設に入所してい

る場合、同条第７項に規定する生活介護を受けている場合に限る、に第３号において、障害者

支援施設、生活介護を行うものに限るに準ずる施設として組合長が定めるものに入所している

場合に改めるものでございます。 

附則におきまして、この条例は、平成２４年４月１日から施行することといたしています。 

以上、提案理由の説明を終わります。 

ご審議のうえ、ご議決賜わりますようお願い申し上げます。 
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○議長（兼本 鉄夫） 

提案理由の説明が終りましたので質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第４号飯塚地区消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部を改正する条例を、原案どおり可決することにご異議ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案どおり可決されました。 

議案第５号飯塚地区消防組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

消防長 

◎消防長（和田 幸和） 

議案第５号飯塚地区消防組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例について、提案理由をご説明申し上げます。 

議案書の８ページをお開き願います。 

本案は、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づく審議会等の委員の報酬額について

改正を行うため、提出するものでございます。 

改正の内容につきましては、新旧対照でご説明いたします。９ページをご覧ください。 

別表中、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づく審議会等の委員の報酬について、

日額１,６００円を３,２００円に改めるものでございます。 

附則におきまして、この条例は、平成２４年４月１日から施行することといたしております。 

以上、提案理由の説明を終わります。 

ご審議のうえ、ご議決賜わりますようお願い申し上げます。 

○議長（兼本 鉄夫） 

提案理由の説明が終りましたので質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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質疑を終結いたします。 

討論を許します。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案第５号飯塚地区消防組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例を、原案どおり可決することにご異議ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案どおり可決されました。 

議案第６号飯塚地区消防組合職員の給与に関する条例を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

消防長 

◎消防長（和田 幸和） 

議案第６号飯塚地区消防組合職員の給与に関する条例について、提案理由をご説明いたしま

す。 

本案は、飯塚地区消防組合職員の期末手当及び勤勉手当の支給に関する条例を廃止し、その

内容を飯塚地区消防組合職員の給与に関する条例に盛り込み、管理職員特別勤務手当の支給に

関する条文を整備するため提出するものであります。 

議案書の１０ページをお開き願います。 

第１条趣旨から２１ページ第２４条勤務１時間当たりの給与額の算出につきましては、文言

及び条文等を整理しているところはございますが、内容については、改正前の飯塚地区消防組

合職員の給与に関する条例と全く同じでございます。 

議案書の２１ページをお開き願います。上から７行目ですが、第２５条管理職員特別勤務手

当につきましては、昨年の東日本大震災を受け、大規模災害等が発生した場合に、管理又は監

督の地位にある職員も長期に渡り災害対応を行う必要があるため、国及び構成市町にならい、

今回新たに加えるものであります。その内容は、管理職手当を受けている職員が、臨時又は緊

急の必要その他の公務の運営の必要により週休日又は祝日法における休日等若しくは年末年始

の休日等に勤務した場合に、勤務１日につき１０,０００円を超えない範囲において規則で定

める額を支給するものであります。次に、２１ページ第２６条期末手当から２５ページ第２９

条勤勉手当は期末手当、勤勉手当の支給に関する規定でございます。今回給与条例に新たに盛

り込んだ部分でありまして、文言及び条文を整理しているところはございますが、内容につい

ては、改正前の飯塚地区消防組合職員の期末手当及び勤勉手当の支給に関する条例と同じでご

ざいます。 
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２５ページ第３０条休職者の給与から２６ページ第３３条委任につきましても、文言及び条

文を整理しているところはございますが、改正前の給与条例と同じ内容であります。 

２６ページをお開き願います。 

附則につきましては、第１項でこの条例は、平成２４年４月１日から施行することといたし

ております。第２項につきましては、飯塚地区消防組合職員の期末手当及び勤勉手当の支給に

関する条例を廃止する規定であります。第３項は経過措置を定めたもので、この条例の施行前

に改正前の給与条例等でなされた処分、手続その他の行為は、この条例の相当規定によりなさ

れたものと見なすことといたしております。 

第４項から８項につきましては、特定職員の減額措置の規定等で改正前の給与条例等の附則

と同じ内容でございます。２９ページをお開きください。 

第９項から第１１項につきましては、今回の改正に伴う関係条例の参照条文の改正規定で、

第９項で飯塚地区消防組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正、第１０項で飯塚

地区消防組合職員の育児休業等に関する条例の一部改正、第１１項で飯塚地区消防組合職員の

地域手当の支給の特例に関する条例の一部改正を行っております。 

３１ページから３５ページの別表第１消防職給料表及び別表第２行政給料表につきましては、

改正は行っておりません。改正前の給料表と同じものでございます。 

以上、提案理由の説明を終わります。 

ご審議のうえ、ご議決賜わりますようお願い申し上げます。 

○議長（兼本 鉄夫） 

提案理由の説明が終りましたので質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案６号飯塚地区消防組合職員の給与に関する条例を、原案どおり可決することにご異議あ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案どおり可決されました。 

議案第７号飯塚地区消防組合手数料条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 
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消防長 

◎消防長（和田 幸和） 

議案第７号飯塚地区消防組合手数料条例の一部を改正する条例の提案理由をご説明申し上げ

ます。 

議案書３６ページをお開き願います。 

本案は、危険物の規制に関する政令の一部を改正する政令、平成２３年政令４０５号が公布

され、浮き蓋付特定屋外タンク貯蔵所の位置、構造及び設備の技術基準が追加され、新たな審

査業務が発生することに伴い提出するものであります。 

改正の内容につきましては、次ページ以降の新旧対照表でご説明いたします。３７ページを

ご覧ください。 

別表の第２の項の２の二中、浮き屋根式特定屋外タンク貯蔵所というの次に浮き蓋付の特定

屋外タンクのうち総務省令で定めるものに係る特定屋外タンク貯蔵所、ホにおいて浮き蓋付特

定屋外タンク貯蔵所というを加え、同ホ、次ページ１から８を含みますが、中、浮き屋根式特

定屋外タンク貯蔵所の次に、及び浮き蓋付特定屋外タンク貯蔵所を加えるものであります。 

附則におきまして、この条例は、平成２４年４月１日から施行することといたしております。 

以上、提案理由の説明を終わります。 

ご審議のうえ、ご議決たまわりますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（兼本 鉄夫） 

提案理由の説明が終りましたので質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案７号飯塚地区消防組合手数料条例の一部を改正する条例を、原案どおり可決することに

ご異議ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案どおり可決されました。 

議案第８号飯塚地区消防組合火災予防条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

消防長 
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◎消防長（和田 幸和） 

議案第８号飯塚地区消防組合火災予防条例の一部を改正する条例の提案理由をご説明申し上

げます。 

議案書の４０ページをお開き願います。 

本案は、危険物の規制に関する政令の一部を改正する政令、平成２３年政令第４０５号が公

布され、炭酸ナトリウム過酸化水素付加物が危険物に追加されたことに伴い、関係規定を整備

するため提出するものでございます。 

改正の内容につきましては、新旧対照表でご説明いたします。４２ページをお開きください。 

今回の改正は、本則の附則を改めるものでございますが、附則を附則第 1 項とし、同項に見

出しとして、施行期日を付し、同項の次に新たに次の４項を加えるものであります。 

第２項につきましては、適用除外規定であります。 

今回の政令改正により、新たに指定数量の５分の 1 以上指定数量未満の炭酸ナトリウム過酸

化水素付加物を貯蔵し又は取り扱う場所となるもの、以下この項から第４項までにおいて新規

対象というのうち、第３０条の２第２項第９号に規定される基準、これは配管の基準ですが、

に適合しないものの位置、構造及び設備に係る技術上の基準については、同号の規定は、当該

新規対象が、次に掲げられた 

１ 当該新規対象の危険物を取り扱う配管は、その設置される条件及び使用される状況に照

らして、十分な強度を有し、かつ、漏れない構造であること。 

２ 当該新規対象に係る危険物の数量を当該危険物の指定数量でそれぞれ除した商の和が、

平成２４年７月１日において現に貯蔵し、又は取り扱っている危険物の数量を当該危険物の指

定数量でそれぞれ除した商の和を超えないこと。 

という２つの基準の全てに適合している場合に限り、適用しないことといたしております。 

第３項から第５項につきましては、経過措置の規定であります。 

第３項につきましては、新規対象のうち、第３０条の２第１項第１６号イに定める基準、 

これは危険物を容器に詰め替える場合の基準ですが、に適合しないものの貯蔵及び取り扱い

に係る技術上の基準については、同号の規定は、平成２５年１２月３１日までの間は、適用し

ないこととするものであります。 

第４項につきましては、新規対象のうち、第３０条の２第２項１号から第８号まで、第３０

条の３の２第３号を除く、又は第３０条の４第２項第１号、第１０号及び１１号を除くに定め

る基準、これは危険物の貯蔵及び取扱いのすべてに共通する技術上の基準、屋外貯蔵の技術上

の基準及びタンクで貯蔵する場合の技術上の基準を指しておりますが、に適合しないものの位

置、構造及び設備に係る技術上の基準については、これらの規定は、当該新規対象が第２項第

２号に掲げる基準に適合している場合に限り、平成２５年６月３０日までの間は、適用しない

こととするものであります。 

第５項につきましては、改正政令により新たに指定数量の５分の１以上、個人の住居で貯蔵
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し又は取り扱う場合にあっては、指定数量２分の１以上、指定数量未満の炭酸ナトリウム過酸

化水素付加物を貯蔵し又は取り扱うこととなる者は、平成２４年１２月３１日までにその旨を

消防長又は消防署長に届け出なければならないとするものでございます。 

附則におきましてこの条例は、平成２４年７月１日から施行することといたしております。 

以上、提案理由の説明を終わります。 

ご審議のうえ、ご議決たまわりますようお願い申し上げます。 

○議長（兼本 鉄夫） 

提案理由の説明が終りましたので質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

討論を許します。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案８号飯塚地区消防組合火災予防条例の一部を改正する条例を、原案どおり可決すること

にご異議ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案どおり可決されました。 

議案第９号監査委員の選任につき議会の同意を求めることを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

組合長 

◎組合長（齊藤 守史） 

ただいま上程されました、議案第９号、監査委員の選任につき議会の同意を求めることにつ

いて、提案理由をご説明申し上げます。 

議案書の４４ページをお開き願います。 

本案は、識見を有する者から選任した、監査委員の任期が平成２４年３月１日で満了したの

で、地方自治法第１９６条第１項の規定に基づき、嘉麻市下山田１８６番地、坂本博繼氏を再

任したいので、本議会のご同意を賜わりますようにお願い申し上げます。 

○議長（兼本 鉄夫） 

提案理由の説明が終りましたので質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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質疑を終結いたします。 

討論を許します。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

討論を終結いたします。 

採決いたします。 

議案９号、監査委員の選任につき議会の同意を求める事を、原案どおり同意することにご異

議ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案どおり同意されました。 

次に、報告第１号専決処分の報告交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う

和解を議題といたします。 

報告事項について説明を求めます。 

戸畑飯塚消防署長 

○飯塚署長（戸畑 廣喜） 

報告第１号専決処分の報告交通事故に係る損害賠償の額を定めること及びこれに伴う和解に

ついて、ご説明申し上げます。 

議案書の４６ページをお開き願います。 

本案は、地方自治法第１８０条第１項の規定により、交通事故に係る損害賠償の額、示談の

内容含む、を定めることについて、平成２４年１月２３日に専決処分しましたので、同条第２

項の規定により報告するものであります。 

事故の概要につきましては、２事故の概要及び４８ページの図に記載のとおり、平成２４年

１月１２日（木）午後７時２５分頃飯塚市上三緒６２９番地上三緒第一団地内道路上で、建物

火災に出動し消防隊が火災防ぎょのため、分隊長と隊員の２名でホースレイヤー、動力付ホー

ス延長用資機材を走行させホースを延長していたところ、駐車している軽乗用の左側フロント

バンパーにホースレイヤー左側前輪のシャフト部分が接触し、相手方の車両を損傷させたもの

でございます。 

 事故の原因は、消防隊が、水利部署した消防ポンプ自動車と駐車している軽乗用車との間隔

が狭いのにも係わらず、通過できると判断したため発生したものでございます。 

 過失割合は消防組合が１００％、相手方は０％とし、消防組合が相手方に車両修繕料として、

４４,４１５円を賠償金として支払うものでございます。 

詳細つきましては、４７ページ、６交通事故損害額及び負担区分の表に記載のとおりでござい

ます。 

 なお、消防組合が支払う損害賠償額４４,４１５円は、財団法人全国消防協会より支払われ
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ます。 

 このような事故を起こしたことは誠に遺憾であり、本議会に対しまして深く陳謝申し上げま

す。どうも申訳ございませんでした。 

今後は、同種事故の再発防止のため指導の徹底を図って参る所存でございます。 

以上、報告第１号の説明を終わります。 

○議長（兼本 鉄夫） 

報告事項に対する説明が終りましたので、質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

質疑を終結いたします。 

本案は、報告事項でありますので、ご了承を願います。 

一般質問ですが、一般質問の通告はあっておりませんので、一般質問を終結いたします。 

次に、署名議員を指名いたします。 

 ５番  青 柳 久 善 議員及び１８番  坂 平 末 雄 議員を指名いたします。 

以上をもちまして、議事日程の全てを終了いたしましたので、平成２４年第１回飯塚地区消

防組合議会定例会を閉会いたします。  

お疲れさまでございました。 

 ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後２時４２分 閉会 



 20 

●出席及び欠席議員 

（ 出席議員 １８名 ） 

     １番 兼 本 鉄 夫       １２番 小 幡 俊 之 

２番 豊   一 馬       １３番 梶 原 健 一 

３番 田 中 秀 哲       １４番 上 野 伸 五 

４番 天 野 高 行       １５番 吉 田 健 一 

５番 青 柳 久 善       １６番 八 児 雄 二 

６番 森   裕 治       １７番 松 延 隆 俊 

７番 藤   伸 一       １８番 坂 平 末 雄 

８番 田 中 政 喜       １９番 北 冨 敬 三 

９番 宮 原 由 光       ２０番 吉  永 雪 男 

１１番 道 祖    満       

（ 欠席議員 １名 ） 

     １０番 嶋 田 尋 美 

●職務のため出席した議会事務局職員 

議会事務局書記   池 永 昌 直 

    〃     上 尾 雄 一 

〃     脇 坂 義 信 

●説明のため出席した者 

   組合長       齊 藤 守 史 

   副組合長      松 岡   賛 

副組合長      井 上 利 一 

   会計管理者     新 井 俊 孝 

消防長       和 田 幸 和 

総務課長      鬼 丸 德 寿 

予防課長      井 原 眞 次 

予防課長補佐    高 山 生 爾 

警防課長      長 野 文 彦 

警防課長補佐    大 谷 繁 憲 

飯塚消防署長    戸 畑 廣 喜 

飯塚署副署長      大 塚 正 道 

山田消防署長    吉 松 信 之 

桂川消防署長    池 田 政 治 

総務課会計係長   篠 崎 太 望 

総務課会計係    和 多   良 


